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2019 年２月期第２四半期決算概要 

 

・ 2019 年２月期第２四半期累計期間の業績は減収減益。 

・ ジュエリー事業は、ブライダルジュエリーの回復の遅れ等により減収減益。 

・ アパレル事業は、アパレルメーカー事業の主力得意先との取り組み強化や、 

デイリーファッション事業「パレット」の出店拡大により増収増益。 

・ 2019 年２月期第２四半期の状況を踏まえ通期の連結業績を修正。 

・ 株主還元では連続増配のこだわりを堅持、2019 年２月期の配当は前期より10

円増配の 75 円を予定、８期連続の増配を目指す。 

 
株式会社４℃ホールディングス（本社：東京都品川区、代表取締役会長・ＣＥＯ 木村祭氏）

はこの度、2019 年２月期第２四半期決算（2018 年３月１日から 2018 年８月 31 日まで）を

発表いたしましたので、概略のご報告をいたします。 

 

１）連結業績概況 

 （百万円、％） 
2018 年２月期 

第２四半期 

2019 年２月期 

第２四半期 
前年同期比 

売 上 高 22,427 22,094 ▲1.5％

営 業 利 益 2,408 1,994 ▲17.2％

経 常 利 益 3,046 2,578 ▲15.4％
親会社株主に帰属する

四 半 期  純  利  益  
2,164 1,817 ▲16.0％

１株当たり四半期純利益 70 円 78 銭（前期 84 円 86 銭） 
期中平均株式数（連結）25,679,174 株   

 

流通業界は、個人消費に改善の兆しが見られるとともに、訪日外国人の消費も好調でした

が、将来不安からくる節約志向は依然として継続しており、厳しい状況で推移しました。

このような状況のなか、当社グループは、第５次中期経営計画初年度となる 2018 年度にお

いて、企業価値の向上を目指し、事業ごとの重点課題に取り組んでおります。 
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その結果、当第２四半期累計期間の売上高は 220 億 94 百万円（前年同期比 1.5％減）、

営業利益は 19 億 94 百万円（前年同期比 17.2％減）、経常利益は 25 億 78 百万円（前年同

期比 15.4％減）、四半期純利益は 18 億 17 百万円（前年同期比 16.0％減）となりました。 

 

■ジュエリー事業 

売上高    131 億 8 百万円（前年同期比 6.1％減） 

営業利益   17 億 31 百万円（前年同期比 21.1％減） 

ジュエリー事業を展開するエフ・ディ・シィ・プロダクツグループでは、ブライダ 

ルジュエリーの回復に時間を要していること等から売上高は前年同期を下回りまし

た。 

 

■アパレル事業 

売上高    89 億 85 百万円（前年同期比 6.1％増） 

営業利益   3 億 51 百万円（前年同期比 26.3％増） 

アパレル事業では、アスティグループは、企画提案力と生産背景を活かした主力得 

意先との取り組み強化が奏功し、好調に推移しました。㈱アージュでは、主力のデイ

リーファッション事業「パレット」の出店拡大を進めるとともに販促施策の強化に取

り組み、堅調に推移しました。 

 

2）通期の連結業績見通し 

 （百万円、％） 
2018 年 2 月期 2019 年 2 月期

（当初計画）

2019 年 2 月期

（修正予想）
計画比 前期比 

売 上 高 48,060   49,000 48,000 ▲2.0％ ▲0.1％

営 業 利 益 6,102 6,150 5,300 ▲13.8％ ▲13.2％

経 常 利 益 7,562 7,650 6,850 ▲10.5％ ▲9.4％
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 
5,293 5,350 5,000 ▲6.5％ ▲5.5％

１株当たり予想当期純利益（通期）194 円 71 銭 
期中平均株式数（連結）25,679,174 株 

 

通期の連結業績につきましては、当第２四半期累計期間の業績と今後の見通しを勘案し

た結果、2018 年４月９日公表の 2019 年 2 月期業績予想を上記のとおり修正しています。 

 

（注）上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の経済情勢等、様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以上 
 


